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激

動

の

青

春

（

旧

制

中

学

時

代

） 

加

藤

 

修

一

郎 

  

（

入

学

か

ら

学

徒

動

員

ま

で

） 

 

昭

和

十

六

年

四

月

八

日

、

私

は

、

京

都

市

立

第

二

商

業

学

校

（

現

北

野

中

学

校

）

に

入

学

し

た

が

、

制

帽

は

前

年

ま

で

の

丸

帽

か

ら

戦

闘

帽

に

変

わ

り

、

ま

た

、

同

年

十

二

月

八

日

に

は

大

東

亜

戦

争

に

突

入

。

楽

し

い

は

ず

の

中

学

生

生

活

の

第

一

歩

は

戦

時

一

色

の

中

で

始

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

（

こ

の

年

よ

り

尋

常

小

学

校

は

国

民

学

校

と

名

称

変

更

さ

れ

た

。） 

 

私

た

ち

の

入

学

以

前

よ

り

校

則

に

て

、

通

学

に

は

一

定

の

距

離

を

歩

く

こ

と

が

決

め

ら

れ

て

お

り

、

私

は

今

出

川

通

り

の

市

電

通

学

の

た

め

千

本

今

出

川

ま

で

し

か

乗

車

で

き

ず

、

降

車

し

た

生

徒

は

学

年

順

に

二

列

縦

隊

に

並

び

、

そ

の

な

か

の

最

上

級

生

が

引

率

し

て

片

道

約

二

キ

ロ

の

道

を

徒

歩

通

学

し

た

。

私

は

剣

道

を

正

課

（

剣

道

ま

た

は

柔

道

）

に

し

て

い

た

の

で

、

こ

の

授

業

の

あ

る

日

に

は

防

具

と

道

着

を

入

れ

た

面

と

竹

刀

を

手

に

持

ち

、

晴

れ

た

日

で

も

重

い

防
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具

を

持

っ

て

の

徒

歩

通

学

、

特

に

雪

の

日

は

つ

ら

い

徒

歩

通

学

で

あ

っ

た

。 

 

二

年

生

に

な

っ

て

陸

上

競

技

部

に

入

り

、

短

距

離

と

ジ

ャ

ン

プ

で

上

級

生

よ

り

し

ご

か

れ

た

が

、

当

時

は

ス

パ

イ

ク

シ

ュ

ー

ズ

の

使

用

が

禁

止

さ

れ

て

お

り

植

物

園

グ

ラ

ウ

ン

ド

で

開

催

の

京

都

府

中

学

校

陸

上

競

技

大

会

で

は

針

の

抜

い

た

シ

ュ

ー

ズ

で

挑

ん

だ

た

め

、

記

録

的

に

は

平

凡

な

も

の

で

あ

っ

た

と

記

憶

し

て

い

る

。 

 

昭

和

十

八

年

（

三

年

生

）

に

な

る

と

、

勤

労

奉

仕

で

淀

兵

器

庫

（

淀

競

馬

場

で

戦

車

や

大

砲

の

保

管

庫 

）

や

祝

園

の

弾

薬

庫

へ

三

泊

四

日

で

駆

り

出

さ

れ

る

等

、

満

足

な

勉

強

よ

り

も

軍

事

教

練

・

学

校

近

隣

の

防

空

壕

（

ご

う

）

堀

り

に

精

を

出

す

毎

日

で

あ

っ

た

。 

 

こ

の

年

よ

り

予

科

練

（

海

軍

甲

種

飛

行

予

科

練

習

生

）

の

受

験

年

齢

が

中

学

四

年

生

以

上

か

ら

三

年

生

終

了

程

度

の

陸

軍

特

幹

（

陸

軍

特

別

幹

部

候

補

生

）

制

度

が

創

設

さ

れ

、

同

窓

生

か

ら

受

験

す

る

者

が

続

出

し

、

終

戦

ま

で

に

四

十

四

人

が

陸

海

軍

に

入

隊

し

て

い

っ

た

。 
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当

時

体

力

章

検

定

制

度

（

昭

和

十

四

年

制

定

で

百

メ

ー

ト

ル

・

二

千

メ

ー

ト

ル

・

走

幅

跳

・

手

榴

弾

投

げ

・

運

搬

・

懸

垂

の

六

種

目

）

が

あ

り

、

私

は

五

種

目

上

級

で

あ

り

な

が

ら

、

運

搬

（

上

級

は

六

十

貫

の

俵

を

担

ぎ

五

十

メ

ー

ト

ル

走

行

）

で

は

中

級

（

五

十

貫

の

俵

）

し

か

取

れ

ず

、

中

級

バ

ッ

ジ

し

か

も

ら

え

な

か

っ

た

悔

し

い

思

い

出

が

あ

る

。

（

こ

の

年

理

工

科

系

の

学

生

を

除

き

徴

収

猶

予

制

度

が

廃

止

さ

れ

、

大

学

生

の

学

徒

出

陣

始

ま

る

） 

 
[

学

徒

動

員

]
 

昭

和

十

九

年

、

四

年

生

（

現

高

校

一

年

生

）

の

一

学

期

終

了

を

待

た

ず

、

学

徒

勤

労

動

員

実

施

要

領

に

よ

り

京

二

商

生

（

三

・

四

・

五

年

生

合

計

七

百

五

十

四

名

）

は

、

舞

鶴

海

軍

工

廠

（

し

ょ

う

）

で

の

軍

艦

造

り

の

た

め

に

動

員

さ

れ

私

た

ち

四

年

生

は

七

月

三

日

教

練

や

査

閲

に

使

用

す

る

た

め

の

剣

帯

を

つ

け

、

三

八

式

の

歩

兵

銃

を

担

ぎ

、

ゲ

ー

ト

ル

を

巻

い

て

の

い

で

た

ち

で

、

京

都

駅

よ

り

東

舞

鶴

の

森

寄

宿

舎

（

三

・

五

年

生

は

天

台

）

に

入

舎

。

海

軍

入

隊

時

ま

で

十

か

月

間

、

ノ

ミ

や

シ

ラ

ミ

に

悩

ま

せ

ら

れ

な

が
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ら

の

共

同

生

活

に

入

っ

た

。 
海

軍

工

廠

に

入

廠

し

て

最

初

の

作

業

は

、

海

軍

機

関

学

校

（

現

海

上

自

衛

隊

舞

鶴

地

方

総

監

部

）

で

の

基

礎

教

育

、

最

初

は

タ

ガ

ネ

を

ハ

ン

マ

ー

で

た

た

き

鉄

板

を

ハ

ツ

ル

訓

練

で

タ

ガ

ネ

を

打

つ

よ

り

も

親

指

や

人

差

し

指

を

ハ

ン

マ

ー

で

打

ち

つ

け

て

皮

が

む

け 

、

指

か

ら

血

が

止

ま

る

こ

と

は

無

か

っ

た

が

、

慣

れ

る

に

つ

れ

目

を

つ

ぶ

っ

て

い

て

も

正

確

に

打

て

る

よ

う

に

な

っ

た

。

約

一

か

月

の

訓

練

を

経

て

工

廠

の

造

機

部

機

械

工

場

に

配

属

と

な

り

、

バ

ー

チ

カ

ル

・

ミ

ー

リ

ン

グ

（

昭

和

初

期

の

米

国

製

）

を

割

り

当

て

ら

れ

、

海

軍

に

入

隊

す

る

ま

で

軍

艦

の

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

の

羽

根

を

専

門

に

削

っ

て

い

た

。

工

場

内

の

主

要

機

械

は

ほ

と

ん

ど

が

外

国

製

で

占

め

ら

れ

、

中

に

は

日

露

戦

争

時

代

の

老

朽

機

械

も

多

数

あ

り

、

日

本

製

の

機

械

が

少

な

か

っ

た

よ

う

に

覚

え

て

い

る

。 

学

徒

は

一

般

工

員

に

比

べ

ま

じ

め

（

で

た

ら

め

も

し

た

）

に

勤

務

す

る

の

で

古

参

者

よ

り

重

宝

が

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。 

舞

鶴

で

の

動

員

生

活

は

海

軍

生

活

そ

の

も

の

で 
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「

総

員

起

こ

し

５

分

前

」

に

始

ま

り

、

五

時

の

「

総

員

起

こ

し

」

で

起

床

、

五

時

十

五

分

「

食

事

始

め

」 

、

「

食

事

止

め

」

五

時

三

十

分

、

六

時

に

宿

舎

を

出

発

、

七

時

よ

り

作

業

開

始

、

十

六

時

半

終

了

プ

ラ

ス

残

業

時

間

で

工

場

を

後

に

す

る

。

昼

食

と

中

休

み

の

一

時

間

を

除

い

て

の

八

時

間

半

プ

ラ

ス

残

業

時

間

（

実

働

約

十

時

間

）

の

労

働

で

宿

舎

に

戻

っ

た

後

は

往

復

一

時

間

半

の

徒

歩

通

勤

の

疲

労

と

早

い

起

床

の

た

め

眠

く

、

夕

食

後

は

何

を

す

る

元

気

も

な

か

っ

た 

。

そ

れ

で

も

宿

舎

で

は

一

部

屋

が

自

習

室

に

当

て

ら

れ

、

進

学

や

軍

関

係

に

志

願

す

る

者

は

、

ま

っ

た

く

無

い

授

業

を

補

う

た

め

持

参

し

て

い

た

教

科

書

や

参

考

書

を

も

と

に

、

一

日

一

時

間

で

も

睡

魔

と

戦

い

な

が

ら

自

習

に

励

ん

だ

も

の

で

あ

っ

た

。

「

勉

強

は

教

え

ら

れ

る

も

の

で

は

な

く

自

ら

学

ぶ

も

の

」

で

あ

る

こ

と

を

身

を

持

っ

て

体

験

し

た

の

で

あ

る

。 

十

月

に

入

っ

て

か

ら

は

学

徒

も

夜

勤

を

す

る

こ

と

に

な

り

、

早

朝

に

帰

舎

し

て

も

明

る

く

て

す

ぐ

に

寝

る

こ

と

が

で

き

ず

、

夜

勤

の

週

は

寝

不

足

に

な

っ

た

が

こ

の

こ

ろ

に

な

る

と

要

領

も

良

く

な

り

、

引

率

の
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先

生

に

残

業

（

学

徒

は

原

則

残

業

な

し

）

を

す

る

と

い

っ

て

こ

の

時

間

を

睡

眠

の

補

充

に

当

て

た

も

の

で

あ

る

。

新

聞

や

ラ

ジ

オ

で

は

勝

っ

た

と

は

や

し

立

て

ら

れ

て

い

た

が

、

ド

ッ

ク

に

は

巡

洋

艦

利

根

が

後

部

を

大

破

損

し

て

入

り

、

後

部

半

分

を

も

ぎ

取

ら

れ

た

駆

逐

艦

が

入

港

、

造

艦

し

た

海

防

艦

は

帰

投

せ

ず

、

工

廠

で

は

艇

首

に

二

五

〇

か

ら

三

〇

〇

キ

ロ

グ

ラ

ム

の

炸

薬

を

積

ん

だ

ベ

ニ

ヤ

板

張

り

の

モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

〇

四

艇

（

震

洋

）

生

産

や

魚

雷

二

本

を

積

載

の

五

人

乗

り

の

ミ

ニ

潜

水

艦

人

間

魚

雷

（

蛟

竜

）

の

部

品

製

造

等

、

本

来

の

軍

艦

を

造

る

能

力

は

ほ

と

ん

ど

無

く

な

っ

て

い

た

と

思

う

。 

 

し

か

し

な

が

ら

、

私

た

ち

は

皇

国

の

不

滅

を

信

じ 

、

自

分

た

ち

も

や

が

て

は

本

土

防

衛

の

た

め

こ

の

特

攻

艇

に

乗

る

と

き

が

く

る

で

あ

ろ

う

と

思

い

な

が

ら

聖

戦

貫

徹

を

誓

い

合

い

生

産

に

励

ん

で

い

た

。 

 

昭

和

二

十

年

一

月

、

同

級

生

の

一

人

が

工

場

で

作

業

中

、

突

然

、

天

井

ク

レ

ー

ン

の

ロ

ー

プ

の

止

め

釣

が

外

れ

、

頭

上

か

ら

盤

木

が

落

下

し

彼

の

頭

を

直

撃

、

直

ち

に

海

軍

病

院

に

運

ば

れ

手

当

て

を

受

け

た

が

、
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そ

の

か

い

も

な

く

彼

は

永

遠

に

帰

ら

ぬ

人

と

な

っ

た

。 

 
[

受

験
]

 

 

昭

和

二

十

年

一

月

専

門

学

校

受

験

の

た

め

東

京

へ

行

っ

た

。

す

で

に

東

海

道

沿

線

は

度

重

な

る

空

襲

で

東

京

ま

で

行

け

る

か

ど

う

か

不

安

で

あ

っ

た

が

、

リ

ュ

ッ

ク

に

食

糧

を

詰

め

込

み

鉄

帽

を

背

負

い

東

山

ト

ン

ネ

ル

ま

で

満

員

の

夜

行

列

車

の

デ

ッ

キ

に

ぶ

ら

下

が

り

な

が

ら

、

翌

朝

無

事

東

京

の

従

兄

弟

の

家

に

着

く

こ

と

が

で

き

た

。

と

こ

ろ

が

着

く

早

々

空

襲

に

会

い

、

初

め

て

の

空

爆

体

験

に

驚

愕

し

な

が

ら

防

空

壕

に

飛

び

込

ん

だ

が

、

幸

い

に

も

被

爆

は

免

れ

た

。

受

験

後

、

帰

途

は

空

襲

に

会

う

こ

と

も

な

く

帰

京

し

、

三

月

上

旬

に

合

格

通

知

を

受

領

し

た

。 

 

昭

和

十

六

年

よ

り

実

施

の

戦

時

繰

り

上

げ

卒

業

（ 

毎

年

十

二

月

）

の

改

正

に

よ

り

、

私

た

ち

は

、

四

年

終

了

（

旧

制

は

五

年

制

）

で

卒

業

、

旧

制

中

学

校

で

は

一

番

短

い

修

学

期

間

で

あ

っ

た

。 

 

【

海

軍

志

願

】 

 

す

で

に

こ

の

時

に

は

志

願

兵

と

し

て

入

隊

し

て

も 

、

乗

る

飛

行

機

も

軍

艦

も

無

く

、

ほ

と

ん

ど

の

志

願 
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入

隊

者

は

飛

行

機

整

備

・

通

信

兵

や

船

舶

・

人

間

魚

雷

の

特

攻

要

員

と

し

て

の

教

育

を

受

け

、

本

土

決

戦

に

備

え

て

の

訓

練

に

励

む

毎

日

で

あ

っ

た

。 

 

当

時

の

私

た

ち

は

高

専

（

当

時

の

大

学

は

高

専

卒

業

後

）

や

陸

海

軍

に

受

験

を

す

る

と

、

受

験

の

た

め

京

都

の

我

が

家

に

帰

れ

外

泊

が

で

き

た

の

で

、

手

当

り

次

第

受

験

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

工

廠

の

弁

当

は

み

じ

め

な

も

の

で

、

主

食

は

大

豆

の

中

に

米

粒

が

あ

り

、

弁

当

箱

を

横

に

す

れ

ば

半

分

に

片

寄

る

よ

う

な

粗

食

。

宿

舎

の

食

事

も

同

じ

よ

う

な

も

の

で

十

七

歳

前

後

の

若

者

は

た

え

ず

空

腹

を

抱

え

な

が

ら

も

「

ほ

し

が

り

ま

せ

ん

勝

つ

ま

で

は

」

を 

合

言

葉

に

、

学

徒

工

員

と

し

て

日

々

の

仕

事

に

精

励

し

て

い

た

。

私

の

ク

ラ

ス

は

軍

人

組

と

呼

ば

れ

、

高

専

進

学

よ

り

も

軍

隊

に

志

願

す

る

の

が

当

然

の

こ

と

で

あ

る

と

叫

ば

れ

て

い

た

の

で

、

体

力

に

自

信

の

あ

っ

た

私

は

軍

隊

志

願

を

決

断

し

た

。

何

に

志

願

す

る 

か

、

い

ろ

い

ろ

と

考

え

、

陸

士

・

海

兵

は

難

し

い

が

軍

隊

は

星

（

階

級

）

の

世

界

。

少

し

で

も

進

級

の

早

い

も

の

は

な

い

か

と

探

し

て

い

た

と

こ

ろ

、

海

軍

特
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別

幹

部

練

習

生

（

下

士

官

速

成

教

育

）

第

一

期

生

募

集

（

中

学

校

四

年

終

了

以

上

）

の

発

表

が

あ

り

、

内

容

を

見

る

と

兵

長

で

入

隊

、

進

級

も

早

く

、

先

輩

は

い

な

い

の

で

受

験

を

し

た

。

競

争

率

は

高

か

っ

た

が 

同

級

生

二

名

と

共

に

合

格

、

五

月

十

五

日

技

術

兵

長

（

海

軍

工

廠

の

延

長

の

よ

う

な

工

作

関

係

や

兵

舎 

建

設

等

の

兵

科

）

と

し

て

七

つ

ボ

タ

ン

の

軍

服

を

着

る

こ

と

が

で

き

た

。 

 

入

隊

後

は

、

「

五

分

前

」

の

行

動

や

海

軍

体

操

等

は

海

軍

工

廠

勤

務

が

大

い

に

役

立

ち

、

陸

上

部

で

し

ぼ

ら

れ

た

た

め

体

操

や

駆

け

足

は

お

手

の

も

の

で

あ

っ

た

の

と

、

下

士

官

速

成

教

育

の

た

め

勉

強

に

追

わ

れ

、

ま

た

、

幸

い

な

こ

と

に

一

期

生

で

先

輩

は

い

な

く

「

バ

ッ

タ

ー

」

の

体

罰

も

少

な

く

、

比

較

的

楽

に

過

ご

す

こ

と

が

で

き

た

。 

平

海

兵

団

で

約

二

か

月

の

練

習

生

教

程

終

了

後

、

七

月

中

旬

西

舞

鶴

の

施

設

部

隊

へ

転

属

し

て

実

地

訓

練

を

受

け

、

復

員

ま

で

こ

の

部

隊

で

生

活

し

て

い

た

の

で

、

幸

い

な

こ

と

に

七

月

二

十

九

・

三

十

日

の

舞

鶴

軍

港

と

海

軍

工

廠

の

空

爆

（

舞

鶴

鎮

守

府

所

属

の
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残

存

駆

逐

艦

や

海

防

艦

の

大

半

が

被

爆

し

多

数

沈

没

）

で

は

直

接

の

被

害

は

受

け

ず

、

転

属

が

半

月

遅

け

れ

ば

平

海

兵

団

で

ま

と

も

に

爆

撃

を

う

け

て

い

た

こ

と

で

あ

っ

た

と

思

う

。

後

日

聞

い

た

と

こ

ろ

で

は

造

機

部

勤

務

の

同

級

生

に

死

傷

者

は

無

か

っ

た

が

、

造

兵

部

勤

務

の

上

級

生

一

名

下

級

生

二

名

が

戦

災

死

、

下

級

生

一

名

が

重

傷

を

、

負

っ

た

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

八

月

十

五

日

正

午

、

部

隊

の

営

庭

に

全

隊

員

が

集

合

し

て

ラ

ジ

オ

放

送

を

聞

い

た

が

、

ス

ピ

ー

カ

ー

か

ら

流

れ

る

放

送

は

雑

音

が

多

く

て

聞

き

取

れ

ず

、

最

初

は

本

土

決

戦

に

備

え

て

の

激

励

放

送

か

と

思

っ

た

が

、

後

刻

上

官

よ

り

戦

争

終

結

と

聞

か

さ

れ

、

必

勝

の

信

念

で

張

り

切

り

、

困

苦

に

耐

え

て

い

た

心

の

糸

が

一

度

に

切

れ

、

無

念

の

涙

が

止

め

ど

な

く

流

れ

た

も

の

で

あ

る

。

（

当

時

の

私

た

ち

の

年

代

の

大

半

が

同

じ

思

い

で

あ

っ

た

と

思

う

。） 

 

終

戦

時

海

軍

二

等

技

術

兵

曹

（

下

士

官

）

に

進

級

し

た

も

の

の

幹

部

練

習

生

は

残

務

処

理

要

員

と

し

て

残

さ

れ

、

九

月

中

旬

に

除

隊

し

、

自

由

の

身

と

な

っ

た

。

復

員

時

軍

装

一

式

や

毛

布

等

を

持

ち

帰

っ

た

が 
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、

戦

後

の

「

食

糧

調

達

の

物

々

交

換

品

」

と

し

て

無

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。 

 

復

員

後

京

都

市

内

に

進

駐

し

て

き

た

米

軍

の

装

備

や

物

量

を

目

の

当

た

り

に

し

、

こ

れ

で

は

勝

て

る

は

ず

は

な

い

と

い

う

思

い

と

、

敗

戦

は

信

じ

ら

れ

な

い

と

い

う

思

い

と

が

十

七

歳

の

少

年

の

心

の

中

を

複

雑

に

駆

け

巡

っ

た

が

、

発

想

の

転

換

に

よ

る

忍

耐

と

根

性

で

、

戦

後

の

混

乱

期

を

生

き

抜

い

て

き

た

の

で

あ

る

。

こ

の

つ

ら

い

苦

し

い

体

験

が

、

驚

異

的

な

戦

後

復

興

の

一

翼

を

担

う

原

動

力

に

な

っ

た

も

の

と

信

じ

て

い

る

。 

 

【

戦

時

中

を

省

み

て

】 

 

学

徒

動

員

・

軍

隊

生

活

を

通

じ

青

春

時

代

の

一

年

二

か

月

間

、

団

体

生

活

で

精

神

的

に

も

肉

体

的

に

も

拘

束

さ

れ

、

自

分

の

意

志

は

全

体

に

吸

収

さ

れ

て

し

ま

う

拘

束

状

態

を

体

験

し

た

こ

と

で

、

今

の

自

由

が

ど

ん

な

に

う

れ

し

く

価

値

あ

る

も

の

か

が

よ

く

わ

か

る

の

で

あ

る

。

こ

の

拘

束

さ

れ

た

生

活

の

中

か

ら

得

た

「

根

性

と

忍

耐

」

「

団

体

行

動

と

連

帯

責

任

」

「

共

同

生

活

か

ら

芽

生

え

た

友

情

と

団

結

」

「

素

早
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い

判

断

と

行

動

」

等

、

学

校

の

授

業

で

は

学

べ

な

い

貴

重

な

体

験

を

し

た

こ

と

は

、

そ

の

後

の

社

会

生

活

に

大

き

な

プ

ラ

ス

と

な

り

、

今

で

は

「

つ

ら

か

っ

た

こ

と

」

は

忘

れ

去

り

、

む

し

ろ

「

懐

か

し

い

思

い

出

」 

の

方

が

多

く

残

っ

て

い

る

。 

 

学

徒

動

員

、

海

軍

生

活

を

通

じ

て

自

分

の

身

に

つ

い

た

こ

と

は

、

す

べ

て

の

行

動

が

「

五

分

前

」

の

号

令

か

ら

始

ま

る

こ

と

で

あ

る

。

自

分

の

身

に

つ

い

た

良

い

習

慣

と

し

て

、

今

で

も

無

意

識

の

内

に

「

五

分

前

」

の

行

動

を

実

行

し

て

い

る

。

戦

争

を

全

面

否

定

す

る

の

が

戦

後

の

風

潮

で

あ

り

、

戦

争

を

知

ら

な

い

現

代

の

世

代

か

ら

は

何

を

今

さ

ら

「

軍

国

時

代

の

郷

愁

」

と

い

わ

れ

る

か

も

知

れ

な

い

。

し

か

し

な

が

ら 

、

当

時

私

た

ち

中

学

生

が

聖

戦

貫

徹

の

た

め

に

と

、 

「

純

粋

な

気

持

ち

で

ひ

た

す

ら

さ

さ

げ

た

青

春

時

代 

」

を

「

俺

た

ち

の

青

春

ま

で

も

悪

」

と

決

め

つ

け

ら

れ

る

こ

と

の

無

い

こ

と

を

願

い

、

学

徒

動

員

で

の

艦

船

造

り

や

兵

器

の

増

産

、

軍

隊

志

願

で

の

隊

内

生

活

等

、

心

身

共

に

苦

労

し

た

体

験

を

後

世

に

伝

え

る

こ

と

が

、

祖

国

の

繁

栄

と

家

族

の

安

泰

を

祈

り

、

お

国
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の

た

め

に

と

亡

く

な

ら

れ

た

数

百

万

人

の

方

々

へ

の 

供

養

に

な

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

私

自

身

決

し

て 

戦

争

を

賛

美

す

る

者

で

は

な

く

、

こ

の

よ

う

な

悲

惨

な

戦

争

を

二

度

と

繰

り

返

さ

ぬ

こ

と

を

望

み

、

平

和

を

心

よ

り

愛

す

る

こ

と

を

申

し

添

え

ま

す

。 


